
令和７年４月16日 
 

報道機関 各位 
 

いわき市考古資料館 第１回企画展「令和６年度 発掘速報展」の開催に
ついて 

 
１ 趣旨 

いわき市内には1,400箇所以上の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）があり、同地内
の開発に伴い、試掘・確認調査や記録保存のための発掘調査を実施しています。 

令和６年度は、試掘・確認調査19件、発掘調査６件を実施し、発掘調査の成
果をまとめた報告書を２冊刊行しました。 

本展では、これら令和６年度に発掘調査および報告書刊行した遺跡の出土品
を展観し、市民が郷土の歴史について理解を深めるきっかけとします。  

 
２ 会期   

令和７年４月19日（土）～６月29日(日) 
開館時間 ９時～17時（入館は16時30分まで） 
休館日 毎月第３火曜日 
 

３ 会場 
  いわき市考古資料館 企画展示室（いわき市常磐藤原町手這50番地の１） 
 
４ 主催 
  いわき市考古資料館 
 
５ 共催 

公益財団法人いわき市教育文化事業団 
 
６ 観覧料 
  無料 
 
７ 出品点数 
  200点（展示パネル 20点 ／ 遺物 200点） 
⑴  発掘調査  平城跡（平字旧城跡、柳町）、古身遺跡（勿来町関田）、      

砂畑遺跡（平荒田目）、梅ノ作瓦窯跡群（小川町下小川）  
⑵ 報告書刊行 平城跡（平並木の杜）など 

 
８ 会期中の催し物 
⑴ 遺跡報告会 
日時 ５月11日(日)13時30分～15時 
講師 公益財団法人いわき市教育文化事業団職員  
定員 30人（当日受付、先着順） 
会場 いわき市考古資料館講義室 

⑵ 展示解説会 
日時 ５月11日(日)15時～16時 

６月15日(日)14時～15時 
講師 公益財団法人いわき市教育文化事業団職員  
定員 30人（当日受付、先着順） 
会場 いわき市考古資料館 企画展示室 

 
 



９ 申込方法 
電話、FAX、E-mail、またはいわき市考古資料館の公式サイト・窓口にて申

し込み受付。 
 
10 申し込み・問い合わせ先 

いわき市考古資料館（いわき市常磐藤原町手這50番地の１） 
電話    0246-43-0391  
FAX     0246-43-0395  
E-mail      info@iwaki-koukoshiryoukan.jp 
公式サイト http://www.iwaki-koukoshiryoukan.jp 
 
 

（事務担当）いわき市文化振興課 電話0246-22-7546 



フラハニー

マ ス コ ッ ト
キャラクター

〒972-8326  福島県いわき市常磐藤原町手這50番地の１
電話 0246-43-0391　FAX 0246-43-0395

e‐mail info@iwaki-koukoshiryoukan.jp

いわき市考古資料館
■ 開館時間　9 時～17時（入館は16時30分まで）　　■ 休館日　毎月第3火曜日
■ 入館料　無料　　□ 団体でご来館になる場合は、 事前にご連絡ください
■ 交通のご案内
　 □ 自 動 車 の 場 合　常磐自動車道いわき湯本ICから5分［駐車場（無料） 普通車50台、大型バス3台］
　 □ 路線バスの場合　JR常磐線湯本駅前2番バス停から「根岸」 行きで「丸山公園口」下車後、　徒歩5分

展示解説会
　日 時　① 5月11日㈰ 15時～16時　② 6月15日㈰ 14時～15時
　定 員　30人（当日受付、先着順）
　聴 講　無料
　報 告　いわき市考古資料館職員
　会 場　いわき市考古資料館　企画展示室

遺跡報告会　
　日 時　5月11日㈰ 13時30分～15時
　定 員　30人（当日受付、先着順）
　聴 講　無料
　報 告　いわき市考古資料館職員
　会 場　いわき市考古資料館　講義室

平城跡第25次調査出土品
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